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▲  ３月４日に開会した町議会３月定例
会で所信表明を行う薄友喜町長

所  所  信信  表  明  表  明
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
の
戦
い
は
、
約
２
年
が
経
過
し

た
今
も
な
お
続
い
て
お
り
、
国
内

の
感
染
者
数
も
第
６
波
を
迎
え
た

今
が
最
も
多
い
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。
１
日
も
早
い
終
息
と
、
こ

れ
ま
で
の
日
常
が
取
り
戻
せ
る
こ

と
を
切
に
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

町
で
は
、
引
き
続
き
町
内
各
所

に
お
い
て
徹
底
し
た
感
染
症
対
策

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
３
回

目
の
早
期
接
種
に
向
け
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
マ
ス

ク
の
着
用
や
人
と
人
と
の
距
離
の

確
保
、
手
指
消
毒
な
ど
、
個
々
人

が
で
き
る
感
染
症
対
策
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

令
和
４
年
度
も
引
き
続
き
、
町

総
合
計
画
で
定
め
た
町
の
将
来
像

や
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
基
づ

い
て
各
種
施
策
を
推
進
し
、
町
の

発
展
の
た
め
に
最
大
限
努
力
し
て

い
く
覚
悟
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
を
見
据
え
、

感
染
症
対
策
と
経
済
活
動
の
促
進

を
両
輪
に
据
え
、
町
内
に
活
気
を

取
り
戻
す
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を

職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
総
合
計
画
の
推
進
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
根
幹
を
成
す
「
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
」
に
基
づ
く
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
、「
中
心
エ
リ
ア
整
備
構

想
」
の
策
定
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
る
「
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
会

議
」
な
ど
、
町
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
よ
り
一
層
推
進
し
、「
官

民
連
携
」
に
よ
る
効
率
的
で
効
果

的
な
事
業
運
営
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
健
全
な
行
財
政
運
営
に

努
め
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
事
業
の
さ
ら
な
る
拡
充

と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
地
域
振

興
を
目
的
と
し
た
「
地
域
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
」
を
進
め
ま
す
。
加
え
て
、
町

デ
ジ
タ
ル
戦
略
の
着
実
な
実
行
、

西
会
津
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
、
コ

ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
に
よ
り
人
口
減

少
対
策
の
加
速
化
を
図
り
、
持
続

可
能
な
ま
ち
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
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基
本
方
針

計計
画画
の
推
進

の
推
進

に
向
け
て

に
向
け
て

※ 

国
土
交
通
省
東
京
航
空
局
へ
の
福
島
県
内
包
括
飛
行
申
請
の
承
認
を
受
け
、
喜
多
方
警
察
署
お
よ
び
西

会
津
交
番
に
飛
行
の
届
出
を
し
て
い
ま
す
。

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

西会津町総合計画（第４次） ［７年間］

後期基本計画［３年間］前期基本計画［４年間］

≪ 西会津町総合計画（第４次）の期間 ≫

実施計画［３年間］

実施計画［３年間］

実施計画［３年間］

　

ま
た
、現
行
の
町
総
合
計
画
は
、

前
期
４
年
間
の
基
本
計
画
が
令
和

４
年
度
で
最
終
年
度
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
た
め
、
令
和
５
年
度
か

ら
３
年
間
の
後
期
基
本
計
画
の
策

定
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た

だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。
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▲ なつかしＣａｒショー▲ なつかしＣａｒショー

▲ 第 44 回奥川健康マラソン大会▲ 第 44 回奥川健康マラソン大会

▲ キッズランド芝草▲ キッズランド芝草▲ ミネラル野菜▲ ミネラル野菜

　

本
年
度
は
、

出
産
祝
金
の
増

額
な
ど
子
育
て
支
援
策
の
拡
充
を

図
る
ほ
か
、
併
せ
て
保
育
料
の
無

償
化
、
乳
幼
児
家
庭
子
育
て
応
援

金
の
支
給
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
無
償
化
や
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
に
お
け
る
２
人
目
以
降
の

利
用
料
の
無
償
化
を
引
き
続
き
実

施
し
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
な

負
担
を
軽
減
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
芝
草
」
で

は
、
子
ど
も
の
屋
内
外
の
遊
び
場

と
し
て
、
遊
具
の
追
加
整
備
な
ど

施
設
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
親
同
士
や
地
域

と
の
交
流
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
な
ど
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
子

育
て
世
代
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
そ

の
機
能
強
化
に
向
け
て
具
体
的
な

検
討
を
進
め
ま
す
。

　

町
で
は
、

国
が
進
め
る

Ｇ
ギ

Ｉ
Ｇ

ガ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
対
応

し
、
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
全

員
に
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
配
付
や
、
全
教
室
へ
の
電
子

黒
板
の
設
置
、
学
校
内
の
高
速
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を
早
期
に

完
成
さ
せ
、
県
内
の
他
市
町
村
に

先
駆
け
て
、
本
格
的
に
活
用
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

町
デ
ジ
タ
ル
戦
略
に
あ
わ
せ
、

引
き
続
き
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
を
最

大
限
に
活
用
す
べ
く
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
配
置
し
、
児
童
生
徒

の
「
学
校
で
の
学
び
」
と
「
家
庭

学
習
」
に
よ
る
「
個
別
最
適
な
学

び
」
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
授
業
で
の
学
習
支

援
ア
プ
リ
を
導
入
し
、「
協
働
的

な
学
び
」
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
町
教
育
の
不
易
流

行
を
融
合
・
継
承
す
る
た
め
の
独

自
施
策
と
し
て
、「
西
会
津
こ
ど

も
研
幾
塾
」
や
「
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
」、
国
際
社
会

に
対
応
で
き
る
豊
か
な
人
間
性
を

身
に
付
け
る
た
め
の
「
英
語
教

育
・
異
国
文
化
体
験
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
英
語
力
の
向

上
を
目
指
す
「
英
語
検
定
受
検
料

へ
の
補
助
支
援
」
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
よ
り
町
内
高
校
生
ま
で
支

援
を
拡
充
し
ま
す
。

　

主
な
事
業

と
し
て
、
町
の

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
た
め
の
「
タ

ブ
レ
ッ
ト
講
座
」
や
、
後
世
へ
残

す
事
業
と
し
て
、
西
会
津
の
伝

説
・
民
話
集
作
成
事
業
を
継
続

し
、
町
民
一
人
一
人
が
主
体
性
を

も
っ
て
生
涯
学
習
に
取
り
組
め
る

場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

読
書
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
に
導
入
し
た
読
書
通
帳
を
一

層
活
用
す
る
と
と
も
に
、
小
・
中

学
校
と
取
り
組
み
を
連
携
し
な
が

ら
読
書
量
を
増
や
し
、
読
解
力
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
併
せ
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
も
積
極
的
に
本
を

読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
広
報
紙

や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
た

本
の
紹
介
活
動
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

運
動
を
習

慣
化
す
る
た

め
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組

め
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
、ボ
ッ
チ
ャ
、モ
ル
ッ

ク
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
を
主
体
に
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
競
技
力
の
向
上
で
は
、

ふ
く
し
ま
駅
伝
な
ど
の
市
町
村
対

特集　令和特集　令和４４年度 町年度 町政政方針方針

ス
ポ
ー
ツ

生
涯
学
習

教
育
環
境

子
育
て
支
援

健やかな人を
ともに育む
まちづくり

　

町
で
は
、
農

林
業
が
抱
え
る

課
題
を
克
服
す
る
た
め
、
昨
年
12

月
に
策
定
し
た
「
西
会
津
町
農
林

業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
き
、
戦
略
に
掲
げ
た
重
点
事

業
を
軸
に
、「
米
」「
ミ
ネ
ラ
ル
野

菜
」「
菌
床
キ
ノ
コ
」
の
振
興
を

３
本
柱
と
し
て
各
種
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

特
に
、
本
町
の
農
業
の
将
来
を

見
据
え
た
体
制
整
備
の
一
つ
と
し

て
、「
農
業
公
社
」
の
設
立
を
目

指
し
、
本
年
度
よ
り
本
格
的
な
準

備
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◎
西
会
津
産
米

　

品
質
向
上
を
図
る
た
め
、「
西

会
津
一
う
ま
い
米
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
開
催
を
軸
に
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

へ
の
出
品
な
ど
を
継
続
す
る
ほ

か
、
雪
室
を
活
か
し
た
町
内
産
米

の
付
加
価
値
向
上
と
販
路
拡
大
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◎
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト

農
業
の
導
入
推
進
と
、
栽
培
指
導

専
門
員
を
核
と
し
た
栽
培
デ
ー
タ

に
基
づ
く
指
導
体
制
の
確
立
に
よ

る
生
産
拡
大
を
図
り
ま
す
。

◎
菌
床
キ
ノ
コ

　

本
年
度
も
引
き
続
き
、
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
の
整
備
と
大
幅
な
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
が
期
待
で
き
る
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
へ
の
高
性
能
断
熱
材
の
追
加

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
農
林
産
物
の
６
次
化

　

町
振
興
公
社
な
ど
と
連
携
し
、

米
粉
を
活
用
し
た
パ
ン
や
ピ
ザ
な

ど
の
商
品
開
発
と
販
売
体
制
の
確

立
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、

需
要
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
米
の

消
費
拡
大
と
雪
室
貯
蔵
に
よ
る
米

の
ブ
ラ
ン
ド
化
も
図
り
ま
す
。

◎
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

　

電
気
柵
の
設
置
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
対
策
の
推
進
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
含
め
た
鳥
獣
被
害
対

策
専
門
員
２
名
体
制
に
よ
る
地
域

へ
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。
本
年
度
は
新
た
に
猟
銃
の
購

入
費
支
援
や
、
捕
獲
員
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
の
解
体
処
理
施
設

の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
ジ
ビ
エ
肉
と
し
て
活
用
で
き

る
よ
う
、
関
係
機
関
に
積
極
的
に

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

企
業
が
移

住
者
を
雇
用

し
た
場
合
の
補
助
を
新
た
に
加

え
、
企
業
支
援
補
助
金
を
拡
充
し

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、「
中
小

企
業
振
興
資
金
融
資
制
度
貸
付
事

業
」
や
「
中
小
企
業
融
資
制
度
資

金
利
子
補
給
補
助
事
業
」
な
ど
を

引
き
続
き
実
施
し
、
町
内
企
業
な

ど
の
支
援
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、「
無
料
職
業
紹
介
事
業
」

に
よ
り
地
元
企
業
な
ど
の
求
人
情

報
を
提
供
し
、
雇
用
の
創
出
・
確

保
を
図
り
ま
す
。
起
業
・
創
業
者

に
対
し
て
は
、
新
た
に
伴
走
支

援
を
加
え
た
「
創
業
支
援
事
業
」

や
、
創
業
経
費
の
補
助
を
拡
充
し

た
「
空
き
店
舗
お
よ
び
空
家
利
活

用
補
助
事
業
」
な
ど
に
よ
り
、
さ

ら
な
る
支
援
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
商
工
業
振
興
の
中
核

的
役
割
を
担
う
「
西
会
津
町
商
工

会
」
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き

強
化
す
る
と
と
も
に
、
野
沢
中
心

街
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、

「
に
ぎ
わ
い
番
所
ぷ
ら
っ
と
」
の

活
用
、
情
報
通
信
環
境
を
活
か
し

た
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
就
労
環
境

の
整
備
、
企
業
移
転
等
の
推
進
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
西
会
津
な

つ
か
し
Ｃ
ａ
ｒ

シ
ョ
ー
」
で
新
た
に
町
民
の
入
場

料
を
無
料
化
す
る
ほ
か
、「
西
会

津
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」、「
西
会
津

雪
国
ま
つ
り
」
な
ど
町
内
外
か
ら

多
く
の
来
場
者
が
あ
る
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
に
よ
り
、
情
報
発
信
と
交

流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
に
し
あ
い
づ
観
光
交
流

協
会
な
ど
の
各
団
体
と
連
携
し
、

町
の
核
と
な
る
観
光
資
源
の
環
境

農
林
業

商
工
業

観
光
・
交
流

温
おん

故
こ

創
そう

新
しん

地
ち

産
さん

地
ち

笑
しょう

の
まちづくり

抗
競
技
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
な
ど
主
体
的
に
活
動
を
し
て
い

る
関
係
団
体
の
支
援
も
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

奥
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
対
策
の
た
め
２
年
連
続
で
中
止

と
な
っ
て
お
り
、
今
年
開
催
予
定

の
第
47
回
大
会
は
、
実
行
委
員
会

と
協
議
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
対
策
を
講
じ
な
が

ら
、
開
催
に
向
け
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　

芸
術
文
化

活
動
の
推
進

で
は
、
成
果

を
発
表
で
き
る
機
会
を
設
け
る
と

と
も
に
、
伝
統
芸
能
の
継
承
と
芸

術
文
化
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
歴
史
文
化
基
本
構
想

の
具
現
化
を
関
係
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
本

年
度
か
ら
は
町
の
貴
重
な
歴
史
文

化
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

化
を
順
次
進
め
、
後
世
に
継
承
し

て
い
く
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

整
備
を
図
り
、
広
域
的
な
周
遊
観

光
の
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ

ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、「
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
支
援
事
業
」
の
推
進
に
よ

り
、
地
域
づ
く
り
事
業
に
自
主
的

に
取
り
組
む
団
体
、
町
民
の
皆
さ

ん
を
積
極
的
に
支
援
し
、
地
域
資

源
の
磨
き
上
げ
と
そ
れ
ら
を
活
用

し
た
地
域
の
活
性
化
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
「
移
住
・
定

住
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
よ
り
一
層
強
化

し
、「
定
住
住
宅
整
備
費
補
助
金
」

に
よ
り
、
移
住
者
へ
の
支
援
や
空

き
家
活
用
に
向
け
た
支
援
を
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
「
結
婚
祝
金
」

の
拡
充
を
図
り
、
定
住
の
促
進
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

歴
史
・
文

化
・
芸
術

移
住
・
定
住
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Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
ア
プ

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
ア
プ

リ
画
面
。
ス
マ
ホ
で
い
つ
で
も

リ
画
面
。
ス
マ
ホ
で
い
つ
で
も

予
約
が
で
き
利
便
性
が
向
上
。

予
約
が
で
き
利
便
性
が
向
上
。

▲ 町総合防災訓練▲ 町総合防災訓練

▲ 西会津町国保診療所▲ 西会津町国保診療所

▲ オレンジカフェ「いいで愛」▲ オレンジカフェ「いいで愛」

特集　令和特集　令和４４年度 町年度 町政政方針方針

　

町
で
は
、
町

民
の
健
康
づ
く

り
の
た
め
、
健
康
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
推
進
事
業
に
取
り
組
み
始

め
て
か
ら
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。

引
き
続
き
、
鎌
田
實
先
生
ら
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
専
門
職
員
の

習
得
し
た
技
術
を
生
か
し
、
実
践

し
た
集
落
や
地
域
で
の
健
康
づ
く

り
座
談
会
の
活
動
を
さ
ら
に
広
げ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
づ
く
り
の
基
本
と

な
る「
食
」の
大
切
さ
の
普
及
、「
運

動
」
の
習
慣
化
に
向
け
て
、
食
生

活
改
善
推
進
員
、
健
康
運
動
推
進

員
、
健
康
づ
く
り
協
力
員
の
活
動

を
強
化
し
、「
健（
検
）診
」
の
受

診
率
の
向
上
と
、
要
精
検
者
の
受

診
率
向
上
に
努
め
、
病
気
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。
く
わ
え
て
、
年
間
を

通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、「
家
庭
血
圧
測
定
」
と
「
健

康
ポ
イ
ン
ト
手
帳
」
の
普
及
を
継

続
し
、
町
民
自
ら
が
自
分
の
健
康

を
意
識
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
同
様
に
、
働

き
盛
り
世
代
へ
の
「
ラ
ジ
オ
体

操
」
を
活
用
し
た
運
動
の
習
慣
化

に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、「
が
ん
治
療
サ
ポ
ー
ト

事
業
」
を
継
続
し
、
が
ん
に
な
っ

て
も
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

　

歯
科
を
除

く
町
内
唯
一

の
医
療
機
関
で
あ
る
町
国
保
診
療

所
は
、
町
民
へ
の
医
療
の
提
供
の

ほ
か
、
町
内
の
施
設
入
所
者
へ
の

診
療
や
学
校
医
・
産
業
医
な
ど
、

町
内
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
年
度
は

新
た
に
１
人
の
常
勤
医
師
を
採
用

し
、
診
療
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
や

民
間
病
院
な
ど
に
非
常
勤
医
師
の

派
遣
を
要
請
し
、
内
視
鏡
検
査
な

ど
の
検
査
環
境
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
整
形
外
科
の
非
常
勤
医

師
も
引
き
続
き
要
請
し
、
安
心
で

き
る
医
療
体
制
の
整
備
と
安
定
し

た
地
域
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　

令
和
３
年

度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
の
３
年
間
を
計
画
期

間
と
す
る
「
西
会
津
町
第
８
期
介

護
保
険
事
業
計
画
・
第
９
期
高
齢

者
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
元
気

高
齢
者
か
ら
要
介
護
高
齢
者
ま
で

全
て
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
切

れ
目
な
く
介
護
予
防
に
取
り
組
め

る
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

も
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
の
た
め
の
支

援
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
の

生
活
を
包
括
的
に
支
え
る
た
め
、

医
療
・
介
護
を
連
携
し
た
基
本
構

想
の
策
定
に
着
手
し
、
施
設
の
整

備
の
方
向
性
を
含
め
た
地
域
包
括

ケ
ア
の
体
制
整
備
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
奥
川
地
区
の
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
「
高
陽

の
里
」
を
加
え
た
サ
ー
ビ
ス
基
盤

に
よ
り
、
一
層
充
実
し
た
在
宅

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　

年
々
、
認
知
症
に
関
連
す
る
相

談
も
増
え
て
い
ま
す
。
本
人
や
そ

の
家
族
に
寄
り
添
っ
た
支
援
や
、

地
域
に
お
け
る
認
知
症
に
対
す
る

理
解
を
広
げ
、
認
知
症
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
な
お
、
地
域
で
の
見
守
り
体

健
康
づ
く
り

医　

療

高
齢
者
福
祉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

いきいき健康
こころつながる
まちづくり

制
に
つ
い
て
は
、
高
齢
に
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら

し
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
地

区
サ
ロ
ン
や
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

見
守
り
協
定
を
締
結
し
た
郵
便
局

や
宅
配
業
者
な
ど
と
の
連
携
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
西
会
津
町

第
６
期
障
が

い
者
計
画
」
な
ど
に
基
づ
き
、「
西

会
津
町
授
産
場
」
や
「
相
談
支
援

事
業
所
に
し
あ
い
づ
」、「
に
こ
に

こ
相
談
所
」
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
、
誰
も
が
と
も
に
安
心
し
て
生

活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。　

人
口
減
少

や
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、
集
落
機
能
の
維
持

や
集
落
活
性
化
に
向
け
、
引
き
続

き
集
落
支
援
員
１
名
お
よ
び
集
落

支
援
担
当
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

２
名
を
配
置
し
、
こ
れ
ま
で
の
奥

川
・
新
郷
地
区
の
支
援
に
加
え
、

野
沢
・
尾
野
本
・
群
岡
地
区
に
も

範
囲
を
広
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

で
支
援
を
進
め
ま
す
。

　

町
雪
対
策
基

本
計
画
に
基
づ

く
官
民
協
働
に
よ
る
克
雪
活
動
を

進
め
る
と
と
も
に
、
町
民
生
活
に

支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
引
き
続
き

道
路
除
雪
に
努
め
ま
す
。
そ
の
た

め
、
除
排
雪
に
必
要
な
施
設
整
備

や
、
除
雪
ド
ー
ザ
な
ど
の
更
新
を

計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
期
間
で
も
安
心
し
た

生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
日
々
の
生

活
に
支
障
と
な
る
除
排
雪
対
策
と

し
て
、
雪
処
理
支
援
隊
の
充
実
と

除
排
雪
費
用
助
成
事
業
の
円
滑
な

運
用
を
進
め
ま
す
。

　

町
民
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
デ

マ
ン
ド
バ
ス
運

行
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
運
行
ダ
イ
ヤ
の
検
討
や
当
日

予
約
の
時
間
短
縮
な
ど
の
取
り
組

み
の
ほ
か
、
５
つ
の
定
時
定
路
線

な
ど
に
よ
り
、
き
め
細
か
な
運
行

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
進
め
て
い
る
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ

マ
ン
ド
バ
ス
の
本
格
運
行
に
よ
る

運
行
効
率
の
最
適
化
を
は
じ
め
、

さ
ら
に
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に

利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後

も
評
価
・
検
証
を
重
ね
、
改
善
を

図
り
な
が
ら
利
便
性
の
向
上
に
努

め
ま
す
。
併
せ
て
、
ま
ち
な
か
循

環
線
運
行
車
両
の
老
朽
化
に
伴
う

車
両
の
更
新
な
ど
、
設
備
の
充
実

も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

安
全
・
安
心
の
確
保
と
、
良
質
な

社
会
資
本
を
将
来
に
確
実
に
引
き

継
ぐ
た
め
、
効
果
的
な
整
備
と
効

率
的
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
町
道
の
改
良
事
業
は
、

地
域
か
ら
の
要
望
な
ど
に
基
づ
き

計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
老
朽
化
し
て
い
る
橋
梁
や
ス

ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
な
ど
の
修
繕
事
業

は
、
点
検
結
果
と
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
に
修
繕

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
舗
装
に
つ

い
て
も
、
路
面
性
状
調
査
の
結

果
に
基
づ
き
計
画
的
に
修
繕
を
進

め
、
農
道
や
林
道
に
つ
い
て
は
、

そ
の
開
設
目
的
に
沿
っ
た
維
持
管

理
に
努
め
ま
す
。

　

国
・
県
道
に
つ
い
て
は
、
町
を

横
断
、
縦
断
す
る
重
要
幹
線
と
し

て
、
そ
の
整
備
や
適
正
な
維
持
管

理
を
関
係
機
関
へ
強
く
要
望
し
て

い
き
ま
す
。
特
に
、
町
縦
貫
道
路

の
区
間
に
つ
い
て
は
、
早
期
完
成

に
向
け
た
整
備
促
進
の
要
望
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
度
か

ら
２
カ
年
の

計
画
で
、
自
主
放
送
送
出
設
備
お

よ
び
放
送
用
機
材
を
４
Ｋ
対
応
に

更
新
し
て
い
く
予
定
で
す
。
さ
ら

に
、
今
年
４
月
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
位
回
線
の
速
度
を
10
Ｇギ
ガ

ｂビ
ー

ｐピ
ー

ｓエ
ス

に
増
速
す
る
予
定
で
あ

り
、
加
入
者
の
増
加
と
一
層
の

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル

サ
ー
ビ
ス
・
デ
ジ
タ
ル
パ
ッ
ク
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
受
信
契
約
が
令
和
５

年
３
月
末
で
満
了
す
る
こ
と
か

ら
、
現
行
の
受
信
方
式
に
つ
い
て

見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

消
防
設
備

に
つ
い
て
、
消

防
普
通
積
載

車
１
台
お
よ
び
松
尾
屯
所
の
更
新

整
備
を
図
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に

も
、
災
害
発
生
時
に
よ
り
迅
速
な

情
報
共
有
と
活
動
を
行
う
た
め
の

防
災
ア
プ
リ
の
導
入
や
、
消
防
団

員
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
、
消
防
団
員
の
処
遇
の
改
善

を
目
的
と
し
た
報
酬
の
引
き
上
げ

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

老
朽
化
が

進
ん
で
い
る

「
さ
ゆ
り
公

園
」
施
設
の
計
画
的
な
更
新
に
よ

り
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
ほ
か
、
福
島
レ
ッ
ド
ホ
ー
プ

ス
と
の
連
携
な
ど
に
よ
る
施
設
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
も
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。　

上
水
道
な

ど
で
は
、
安
全

で
安
定
し
た

飲
料
水
を
供
給
す
る
た
め
、
老
朽

管
や
施
設
設
備
の
更
新
を
計
画
的

に
進
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

水
道
未
普
及
地
区
の
解
消
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
長

寿
命
化
対
策
と
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
の
統
合
に
よ
り
効
率
的
な

運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
個
別

排
水
処
理
事
業
の
普
及
促
進
を
図

り
ま
す
。

雪
対
策

交
通
体
系
・

道
路
網

情
報
通
信

消
防
防
災

安
全
対
策

自
然
・

環
境
保
全

上
・
下
水

道
の
整
備

誰もがここち
よく暮らせる
まちづくり

社
会
福
祉
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　 さゆり公園・桜ライトアップ

　 さゆり公園・多目的広場周辺 　 下野尻・石割桜

　 野沢下條・普
ふ

賢
げん

象
ぞ う

桜

　 野沢上原・たかはし桜公園

　 上野尻発電所付近（JR磐越西線そば）

［掲載した写真は令和２年４月中旬に撮影したものを中心に使用しています］

　

毎
年
３
月
末
か
ら
４
月
に
か
け

　

毎
年
３
月
末
か
ら
４
月
に
か
け

て
、
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
「
桜
の
開

て
、
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
「
桜
の
開

花
予
想
」
が
報
道
さ
れ
る
な
ど
、

花
予
想
」
が
報
道
さ
れ
る
な
ど
、

日
本
人
に
と
っ
て
は
な
じ
み
の
深

日
本
人
に
と
っ
て
は
な
じ
み
の
深

い
花
で
あ
る
「
桜
」。
桜
は
、
古

い
花
で
あ
る
「
桜
」。
桜
は
、
古

来
よ
り
神
聖
な
木
と
し
て
あ
が
め

来
よ
り
神
聖
な
木
と
し
て
あ
が
め

ら
れ
、奈
良
時
代
に
作
ら
れ
た「
万

ら
れ
、奈
良
時
代
に
作
ら
れ
た「
万

葉
集
」
に
も
、
桜
の
花
に
つ
い
て

葉
集
」
に
も
、
桜
の
花
に
つ
い
て

詠
ん
だ
歌
が
あ
る
ほ
ど
で
す
。
ま

詠
ん
だ
歌
が
あ
る
ほ
ど
で
す
。
ま

た
、
農
民
た
ち
の
間
で
も
、
春
を

た
、
農
民
た
ち
の
間
で
も
、
春
を

告
げ
る
木
と
し
て
信
仰
を
集
め
て

告
げ
る
木
と
し
て
信
仰
を
集
め
て

い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
に
は
、
三
春
町
の
滝
桜
や

　

県
内
に
は
、
三
春
町
の
滝
桜
や

福
島
市
の
花
見
山
公
園
、
喜
多
方

福
島
市
の
花
見
山
公
園
、
喜
多
方

市
の
日
中
線
し
だ
れ
桜
並
木
な

市
の
日
中
線
し
だ
れ
桜
並
木
な

ど
、
多
く
の
桜
の
名
所
が
あ
り
ま

ど
、
多
く
の
桜
の
名
所
が
あ
り
ま

す
。
町
内
で
は
、
さ
ゆ
り
公
園
や

す
。
町
内
で
は
、
さ
ゆ
り
公
園
や

上
野
尻
発
電
所
周
辺
な
ど
が
有
名

上
野
尻
発
電
所
周
辺
な
ど
が
有
名

で
す
。
ま
た
、
平
成

で
す
。
ま
た
、
平
成
2929
年
に
整
備

年
に
整
備

さ
れ
、
そ
の
名
前
に
も
桜
が
付
く

さ
れ
、
そ
の
名
前
に
も
桜
が
付
く

「
た
か
は
し
桜
公
園
」
は
、
新
た

「
た
か
は
し
桜
公
園
」
は
、
新
た

な
桜
の
名
所
と
し
て
も
お
す
す
め

な
桜
の
名
所
と
し
て
も
お
す
す
め

で
す
。

で
す
。

　

町
内
の
桜
が
見
頃
を
迎
え
る
の

　

町
内
の
桜
が
見
頃
を
迎
え
る
の

は
、
例
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

は
、
例
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

前
の
４
月
下
旬
ご
ろ
で
す
。
皆
さ

前
の
４
月
下
旬
ご
ろ
で
す
。
皆
さ

ん
も
、
今
年
の
春
は
新
型
コ
ロ
ナ

ん
も
、
今
年
の
春
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
い
な

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
い
な

が
ら
、
散
歩
や
お
花
見
に
出
掛
け

が
ら
、
散
歩
や
お
花
見
に
出
掛
け

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

西会津の春を彩る
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大切な仲間とともに 新たな一歩

西会津中学校 卒業証書授与式西会津中学校 卒業証書授与式

　西会津中学校の卒業証書授与式が３月 11 日に行
われ、36 人の生徒がたくさんの思い出がつまった
学びやを卒業しました。
　式では、佐藤崇史校長が卒業生自身が漉

す

いた出ヶ
原和紙の卒業証書を、一人一人に授与されました。
佐藤校長は「失敗や困難を恐れず、仲間とともに学
んだことに自信を持って、目の前の壁を乗り越えて
いってください」と式辞を述べ、卒業生の皆さんを
激励しました。
　在校生代表の須藤柊

しゅう

さんによる送辞の後、卒業生
を代表して折笠遥

はる

南
な

さん（写真右下）が「西中で過
ごした３年間を心の支えとし、かけがえのない仲間
たちと築いた絆を大切にしながら力強く歩んでいき
ます」と答辞を述べました。
　式の最後には、卒業生全員で式歌「旅立ちの日に」
を合唱し、それぞれが新たな進路への一歩を踏み出
しました。

たくさんの思い出を胸に それぞれの道へ

西会津高校 卒業証書授与式西会津高校 卒業証書授与式

　３月１日、西会津高校の卒業証書授与式が行わ
れ、16 人の卒業生が慣れ親しんだ学びやを旅立ち
ました。
　式では、佐藤秀雄校長が卒業生一人一人に出ヶ原
和紙でできた卒業証書を手渡し、「今日は皆さんに
とって新たな出発点でもあります。西高で学んだこ
とに自信と誇りを持って、夢の実現に向けて努力し
続けてください」とはなむけの言葉を贈りました。
　在校生代表送辞は今井凜

りん

さんが務め、式の最後に
は渡部響

きょうすけ

祐さん（写真右下）が「これからそれぞれ
の道を歩む中で立ち止まってしまった時は、先生方
の言葉や西高で培った経験、そして大切な友人たち
と過ごした日々を思い出し、自分の力で力強く歩ん
でいきます」と答辞を述べました。
　当日は、新型コロナウイルス感染症対策として卒
業生とその保護者、教職員のみが出席し、在校生は
オンラインで式の様子を各教室から見守りました。

『ゆがみを直す整体学』
[ 宮川 眞人  著 ]
 彩図社

『食べて飲んで中性脂肪と
 コレステロールをへらす本』
[ 栗原 毅  著 ]
 興陽館

『六つの村を越えて
 髭をなびかせる者』
[ 西條 奈加  著 ]
 PHS 研究所

『その日まで』
[ 瀬戸内 寂聴  著 ]

講談社

西中図書館  新刊オススメ本西中図書館  新刊オススメ本

　「体のパーツが左右非対称

で悩んでいるけれど、これは

ゆがみのせいなの？」「肥満

と体のゆがみは関係がある

の？」「ゆがみを直せばこの腰痛は治るの？」「自分で体

のゆがみは直せるの？」このような悩み・疑問に答えよ

うと試みたのが本書です。

　ゆがみの発生した原因を考え、それを直す上で、とて

も重要なポイントが肩甲骨と股関節です。

　本書では、多くの人を悩ませ、時には病気にまで発展

してしまう「人の体のゆがみ」にどう対処すべきなのか

を教えてくれます。

町民ギャラリー　出ヶ原和紙作り講座
　町公民館では、地域文化を再生し、和紙の新たな可能性の発見を目的とした「出ヶ原和紙作り講

座」を昨年度から開催しています。前月号に続き、本講座に参加した皆さんが自分で漉
す

いた出ヶ原

和紙を使って作成した作品を紹介します。

今月は、佐藤百子さん（10 町内）の作品です。

作品によせて…作品によせて…

① 写真立ては、出ヶ原和紙だけでなく、その

原料である楮の枝や皮も使ってみました。

枝にうまく穴を開けられずに苦労しました。

右の作品は、皮を加工してひも状になって

おり、壁に掛けて飾ることもできます。

② は、公民館の一閑張り講座で和紙を貼り、

柿渋を塗って作ったものです。

③ は、同じく公民館の版画講座で、消しゴム

を使ったハンコを年賀状サイズの和紙に

刷ってみたものです。

１

３

『愚かな薔薇』
[ 恩田 陸  著 ]
徳間書店

２

「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244） 広報にしあいづ　2022・４広報にしあいづ　2022・４　││　10101111　││　広報にしあいづ　2022・４広報にしあいづ　2022・４



町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

▲ 西中でのデシディム活用▲ 西中でのデシディム活用

　

３
月
４
日
か
ら
15
日
ま
で
を
会
期
に
開
か
れ
た
令
和
４
年
第
３
回

町
議
会
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
お
よ
び
一
部
改
正
、
令
和
３
年

度
補
正
予
算
、
令
和
４
年
度
当
初
予
算
な
ど
、
議
案
31
件
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。
町
政
の
主
要
事
項
報
告
の
内
容
お
よ
び
可
決
さ
れ
た
議

案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
31
件
を
審
議
・
可
決

３
月
町
議
会
定
例
会
報
告

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
と
対
応 

―
―

　

１
月
24
日
か
ら
２
月
23
日
ま
で

の
間
、
新
た
に
11
人
の
陽
性
が
確

認
さ
れ
、
町
内
で
の
累
計
感
染
者

数
は
23
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
内
で
の
感
染
者
確

認
や
県
全
域
へ
の
「
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
」
の
適
用
な
ど
を
受

け
、
１
月
26
日
と
31
日
に
町
対
策

本
部
会
議
を
開
催
し
対
応
を
協
議

し
ま
し
た
。

　

主
な
対
策
と
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
の
県
内
全
域
へ
の
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
の
適
用
、
感

染
予
防
対
策
の
強
化
、
不
要
不
急

の
往
来
の
自
粛
を
求
め
る
町
長

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
感
染
防
止
情
報
の

放
送
、
チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
温
泉
施

設
と
無
料
休
憩
所
、
さ
ゆ
り
公
園

の
運
動
施
設
を
１
月
31
日
か
ら
３

月
６
日
ま
で
町
民
限
定
の
利
用
制

限
と
し
、
ロ
ー
タ
ス
イ
ン
に
つ
い

て
は
既
に
予
約
し
た
人
を
除
き
休

業
と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
予
定
し
て
い
た
第
32

回
西
会
津
雪
国
ま
つ
り
な
ど
多
く

の
参
加
者
が
見
込
ま
れ
る
イ
ベ
ン

ト
は
、
参
加
者
の
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
な
ど
か
ら

開
催
を
中
止
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
町
内
で
の
感
染
拡
大
防
止
に

向
け
、
最
大
限
の
感
染
防
止
対
策

を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
議
案

◆ 

西
会
津
町
新
田
興
助
地
域
振
興

基
金
条
例
の
制
定
＝
在
京
西
会

津
会
の
新
田
興
助
会
長
か
ら
受

け
た
寄
付
金
を
原
資
に
、
町
の

地
域
振
興
に
活
用
す
る
基
金
設

置
の
た
め
新
た
な
条
例
を
制
定

◆ 

町
私
債
権
管
理
条
例
の
制
定
＝

私
債
権
の
適
正
管
理
を
推
進
す

る
た
め
新
た
な
条
例
を
制
定

◆ 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条

例
等
の
一
部
改
正
＝
押
印
な
ど

の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の

改
正

◆ 

町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

改
正
＝
行
政
機
関
個
人
情
報
保

護
法
の
廃
止
に
伴
う
関
係
規
定

の
改
正

◆ 

町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
＝
人
事
院

勧
告
に
基
づ
く
所
要
の
改
正

◆ 

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
＝
国

の
基
本
指
針
に
伴
う
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
の
報
酬
の
改
正

◆ 

町
税
条
例
の
一
部
改
正
＝
法
人

税
法
の
見
直
し
に
伴
う
所
要
の

改
正

◆ 

町
結
婚
祝
金
支
給
条
例
の
一
部

改
正
＝
支
給
金
額
の
見
直
し
に

伴
う
所
要
の
改
正

◆ 

町
出
産
祝
金
支
給
条
例
の
一
部

改
正
＝
支
給
金
額
の
増
額
と
家

族
の
絆
応
援
ク
ー
ポ
ン
の
新
設

に
伴
う
所
要
の
改
正

◆ 

町
定
住
促
進
住
宅
条
例
の
一
部

改
正
＝
民
法
の
改
正
に
伴
う
入

居
条
件
な
ど
の
改
正

◆ 

町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一

部
改
正
＝
道
路
法
の
一
部
改
正

に
伴
う
道
路
占
用
料
の
改
正

◆ 

町
消
防
団
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
＝
消
防
団
員
の

報
酬
の
引
き
上
げ
な
ど
の
改
正

◆ 

町
水
道
事
業
お
よ
び
下
水
道
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
＝
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
・
森
野
処
理
区
の
廃
止

に
伴
う
所
要
の
改
正

◆ 

令
和
３
年
度
補
正
予
算
（
一
般

西
会
津
町
デ
ジ
タ
ル
戦
略
に
基
づ

く
事
業 

―
―

　

町
で
は
、
本
年
度
よ
り
、
町

民
参
加
型
合
意
形
成
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「
デ
シ
デ
ィ
ム
」
の
構

築
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
施
策
や
事

業
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
意
見
を
募
り
、議
論
で
き
る「
町

民
の
皆
さ
ん
と
行
政
を
つ
な
ぐ
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
対
話
の
場
」

の
こ
と
で
す
。
若
い
世
代
や
、
小

さ
な
意
見
を
大
切
に
す
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
し
て
新
た

に
構
築
す
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
12
月
10
日
に
は
、
西
会
津

中
学
校
の
２
年
生
が
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
授
業
で
、
本
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
実
際
に
活
用

し
、「
西
会
津
の
お
気
に
入
り
」
を

テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行

い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
実
践
を

会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
・
国

民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
特
別

会
計
、
水
道
・
下
水
道
事
業
会

計
）
＝
各
会
計
に
お
い
て
、
補

助
事
業
な
ど
の
事
業
費
確
定
や

既
定
予
算
の
最
終
的
な
整
理
な

ど
を
行
う
補
正

◆ 

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
＝

総
額
62
億
２
千
万
円
（
対
前
年

度
比
３
億
５
０
０
万
円
、
５
・

２
㌫
の
増
）

◆ 

令
和
４
年
度
特
別
会
計
等
予
算

＝
工
業
団
地
造
成
事
業
・
住
宅

団
地
造
成
事
業
・
後
期
高
齢
者

医
療
・
国
民
健
康
保
険
・
介
護

保
険
特
別
会
計
、
水
道
・
下
水

道
事
業
会
計

◆ 

町
道
の
認
定
＝
県
道
上
郷
・
下

野
尻
線
バ
イ
パ
ス
の
供
用
開
始

に
伴
い
、
旧
道
の
一
部
区
間
を

新
た
に
認
定

◆ 

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
変
更
＝
奥
川
辺

地
の
計
画
に
お
い
て
、
各
工
事

お
よ
び
整
備
に
係
る
事
業
費
の

借
入
予
定
額
の
変
更

◆ 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
＝

長
谷
川
成
博
さ
ん
（
梨
平
）
の

再
任
に
同
意

通
し
て
責
任
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
使
い

方
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
社

会
参
画
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
本
格
運
用
に
よ
り
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
へ
の
企
業
移
転
に
結

び
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
の

魅
力
や
資
源
の
情
報
を
発
信
し
、

関
心
を
持
っ
た
首
都
圏
な
ど
の
企

業
を
対
象
に
視
察
交
流
ツ
ア
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
本
事
業
に
よ

り
、
視
察
企
業
と
の
継
続
的
な
関

係
を
構
築
す
る
も
の
で
す
。

　

ツ
ア
ー
で
は
10
社
が
来
町
し
、

町
を
視
察
し
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
来
町
し
た
企
業
の
業
種
や
業

態
に
合
わ
せ
て
、
ま
ち
な
か
再
生

拠
点
施
設
「
に
ぎ
わ
い
番
所
ぷ

ら
っ
と
」
や
、
宿
泊
施
設
、
Ａ
Ｉ

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
な
ど
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、食
文
化
、

除
雪
の
体
験
、
実
際
の
テ
レ
ワ
ー

ク
、
さ
ら
に
町
内
企
業
や
住
民
と

の
対
話
な
ど
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
企
業

側
の
意
識
や
ニ
ー
ズ
が
把
握
で
き

た
ほ
か
、
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題

も
あ
り
、
今
後
は
つ
な
が
り
を

持
っ
た
企
業
と
の
関
係
を
深
め
な

が
ら
、
将
来
的
な
町
へ
の
企
業
移

転
な
ど
の
実
現
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業 

―
―

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ

と
チ
ョ
イ
ス
な
ど
７
つ
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
活
用
や
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願

い
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

２
月
26
日
現
在
で
７
２
３
５
件
、

１
億
５
７
５
６
万
２
千
円
の
寄
付

額
と
な
り
、
昨
年
同
期
と
比
較
す

る
と
１
５
６
１
件
、
１
５
８
万
円

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
の
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
２
件
、

１
１
０
０
万
円
、
一
般
寄
付
金
は

５
件
、
６
４
１
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

に
し
あ
い
づ
移
住
・
定
住
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み 

―
―

　

平
成
27
年
度
に
開
設
し
た
「
に

し
あ
い
づ
移
住
・
定
住
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
移
住

推
進
体
制
を
よ
り
一
層
強
化
す
る

た
め
、
本
年
度
よ
り
商
工
観
光
課

内
に
相
談
窓
口
を
移
設
し
、
移
住

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
人
を
配
置

し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
主
な
活
動
は
、
空
き

家
や
民
間
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
情
報

収
集
、
各
種
Ｐ
Ｒ
動
画
の
制
作
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
首
都
圏
で

の
移
住
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
２
月

28
日
現
在
で
、
移
住
相
談
数
は
延

べ
１
１
４
件
、
移
住
者
数
は
10
組

13
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

米
価
下
落
の
減
収
に
対
す
る
緊
急

支
援 

―
―

　

町
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ

り
全
国
的
に
米
の
余
剰
状
態
が
続

き
、
令
和
３
年
産
米
の
買
取
価
格

が
大
き
く
下
落
し
た
こ
と
か
ら
、

稲
作
農
家
の
減
収
に
対
す
る
緊
急

支
援
を
昨
年
12
月
よ
り
実
施
し
ま

し
た
。

　

令
和
３
年
の
主
食
用
米
の
作
付

面
積
10
㌃
あ
た
り
５
千
円
を
、
対

象
農
家
に
支
援
金
と
し
て
交
付
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
町
農
業
再
生

協
議
会
を
通
じ
て
申
請
の
あ
っ

た
３
８
６
件
の
農
家
に
対
し
、

２
４
６
０
万
１
千
円
を
交
付
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
状
況 

―
―

　

２
月
28
日
現
在
に
お
け
る
有
害

鳥
獣
の
捕
獲
件
数
は
、
ク
マ
が
12

頭
、
サ
ル
が
39
頭
、
イ
ノ
シ
シ
が

44
頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。
出
没
の

多
か
っ
た
前
年
の
同
時
期
と
比
べ

捕
獲
件
数
は
減
少
し
て
お
り
、
木

の
実
の
豊
作
や
、
イ
ノ
シ
シ
の
豚

熱
の
感
染
拡
大
に
よ
る
頭
数
の
減

少
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
狩
猟
解
禁
日
以
降
、

定
期
的
な
イ
ノ
シ
シ
の
巻
き
狩
り

を
町
猟
友
会
に
依
頼
し
、
３
月
末

ま
で
継
続
的
に
実
施
し
な
が
ら
、

加
害
個
体
の
捕
獲
に
努
め
ま
す
。

子
育
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
利

用
状
況 

―
―

　

本
施
設
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
は
、
２
月
27
日
現
在
、
延
べ

４
８
９
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

降
雪
前
の
11
月
末
ま
で
は
、
一
日

平
均
約
22
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
が
、
降
雪
後
は
一
日
平
均
約
５

人
の
利
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
愛
称
に
つ
い
て

公
募
し
た
と
こ
ろ
、
26
点
の
応
募

が
あ
り
、
選
考
委
員
会
を
開
催
し

「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
芝
草
」
と
決
定

し
ま
し
た
。
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

◆
に
し
あ
い
づ
ニ
ュ
ー
ス
ワ
イ
ド

　

町
内
の
話
題
や
お
知
ら
せ
を
放

送
し
ま
す
。

（
平
日
・
午
後
６
時
30
分
〜
ほ
か
）

※
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
や
マ
イ
ビ

デ
オ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
み

ん
な
の
掲
示
板
や
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
（
有
料
）
も
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

４
月
の
放
送
案
内

24 人の子どもたちが西会津小学校に入学

ぼくたち わたしたち 新１年生ぼくたち わたしたち 新１年生
　この春、西会津小学校に入学する24人の新１年生の皆さんを紹介します。今年の１年生は、

平成 27 年４月２日から平成 28 年４月１日までに生まれた皆さんです。ご入学おめでとう

ございます。 〈問い合わせ先〉　学校教育課　教育総務係　☎４５―２２１６

お知らせ
INFORMATION

１町内　伊藤　　環
たまき

さん

　　　　大沼　凛
りん

飛
と

くん

４町内　石川　希
の

愛
あ

さん

　　　　長谷川真
ま

央
お

さん

６町内　加藤　未
み

來
く

さん

９町内１ 物江　柊
とう

吾
ご

くん

下小屋　加藤　　舞
まい

さん

10町内 江川ゆりなさん
西 平 三留　紗

さ

椰
や

さん

芝 草 古俣　卯
う

月
づき

くん

安 座 上山　優
ゆう

飛
ひ

くん

西 原 斎藤　　颯
そう

くん

森 野 星　　結
ゆ

衣
い

さん

さゆりが丘 平野　響
ひび

翔
と

くん

上小島　齋藤　　漣
れん

くん

縄 沢 長谷川琴
こと

子
こ

さん

　　　　三留　新
あら

大
た

くん

出ヶ原　佐藤　翠
み

友
ゆ

さん

上野尻　鈴木　陽
はる

翔
と

くん

　　　　渡部理
り

央
お

那
な

さん

下野尻　三留　奏
そ

七
な

さん

宝 川 佐藤　真
ま

央
お

さん

　　　　渡部　まるくん
戸 中 武藤　桃

もも

花
か

さん

漏
水
な
ど
に
よ
る

水
道
料
金
の
減
免

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

再
開
の
お
知
ら
せ

　

水
道
管
の
凍
結
や
老
朽
化
な
ど

に
よ
る
漏
水
が
原
因
で
水
道
使
用

料
金
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、
町

指
定
給
水
工
事
事
業
者
に
よ
る
漏

水
修
理
を
行
い
、
減
免
申
請
を
す

る
こ
と
で
、
水
道
料
金
の
減
免
措

置
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
減
免
の
対
象
と
な
る
も
の

〇
地
下
漏
水
な
ど
（
給
水
管
破

裂
、
接
合
不
良
、
メ
ー
タ
ー
接

合
不
良
、
壁
の
中
な
ど
の
容
易

に
発
見
で
き
な
い
給
水
管
破
裂

な
ど
）

〇
不
凍
水
抜
栓
の
不
良
に
よ
る
漏

水
（
接
合
不
良
、
パ
ッ
キ
ン
不

良
な
ど
）

〇
特
殊
器
具
お
よ
び
高
架
タ
ン
ク

の
給
水
設
備
の
器
具
不
良
に
よ

る
漏
水

〇
凍
結
に
伴
う
給
水
管
破
裂
に
よ

る
漏
水
（
積
雪
の
た
め
漏
水
箇

所
が
容
易
に
発
見
で
き
な
い
場

合
に
限
る
）

〇
不
凍
水
抜
栓
の
操
作
不
良
に
よ

る
漏
水
（
半
開
閉
な
ど
）

※
故
意
に
給
水
装
置
を
損
傷
さ
せ

　

冬
期
間
中
止
し
て
い
た
メ
ー

タ
ー
検
針
を
４
月
か
ら
再
開
し
ま

す
。
毎
月
20
日
〜
22
日
に
検
針
員

が
検
針
を
行
い
ま
す
の
で
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
の
片
付
け
を

お
願
い
し

ま
す
。

◆
冬
期
間
の
水
道
料
金

　

９
月
〜
11
月
分
の
使
用
水
量
の

平
均
で
納
め
て
い
た
だ
い
た
12
月

〜
３
月
分
の
水
道
料
金
は
、
４
月

の
検
針
結
果
に
基
づ
き
、
過
不
足

分
を
精
算
し
ま
す
。

※
漏
水
な
ど
に
よ
り
水
道
料
金
が

高
額
に
な
っ
た
際
は
、
一
部
減

免
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
次
の
よ
う
な
場
合
は
届
出
を

〇
水
道
・
下
水
道
の
使
用
を
開
始

し
た
い
と
き
、
や
め
た
い
と
き

（
届
出
は
５
営
業
日
前
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
）

〇
長
期
不
在
に
な
る
と
き

〇
世
帯
人
数
に
変
更
が
あ
る
と
き

（
転
入
・
転
出
・
出
生
・
死
亡

な
ど
）

〇
使
用
者
（
ま
た
は
所
有
者
）
名

義
の
人
が
亡
く
な
っ
た
、
ま
た

は
転
居
し
た
と
き

〇
水
道
・
下
水
道
使
用
料
金
を
口

座
振
替
に
し
た
い
、
ま
た
は
振

替
口
座
を
変
更
し
た
い
と
き

〇
水
道
・
下
水
道
を
新
た
に
入
れ

た
い
と
き

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
設
水
道
課

　

上
下
水
道
係

　

☎
45
―
４
５
３
４

た
場
合
や
、
漏
水
の
事
実
を
知

り
な
が
ら
修
理
を
怠
っ
て
い
た

場
合
な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

◆
減
免
と
な
る
料
金

　

メ
ー
タ
ー
検
針
で
分
か
っ
た
水

量
か
ら
、
前
年
同
時
期
の
使
用
水

量
ま
た
は
前
３
カ
月
平
均
使
用
水

量
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
を
差
し

引
い
た
水
量
の
２
分
の
１
を
免
除

し
ま
す
。
免
除
す
る
期
間
は
最
高

４
カ
月
ま
で
で
す
。

◆
減
免
の
申
請
方
法

　

減
免
申
請
書
な
ど
は
、
町
指
定

給
水
工
事
事
業
者
を
通
じ
て
作
成

し
ま
す
の
で
、
施
工
業
者
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
町
指
定
給
水
工
事
事
業
者

　

事
業
者
一
覧
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、

町
建
設
水
道
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

冬
期
間
の
漏
水

に

つ

い

て

　

今
年
の
冬
は
急
激
に
冷
え
込

み
、
水
道
管
の
凍
結
や
破
損
に
よ

る
漏
水
の
情
報
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
毎
年
、
留
守
宅
や
集
会

所
、
会
社
な
ど
で
も
大
き
な
漏
水

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
宅
内
漏
水

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
４

月
の
メ
ー
タ
ー
検
針
再
開
時
に
思

わ
ぬ
高
額
な
水
道
料
金
が
請
求
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
設
水
道
課　

上
下
水
道
係

　

☎
45
―
４
５
３
４

契約行為や資格取得などが可能に

成年年齢が“18歳”に引き下げられます成年年齢が“18歳”に引き下げられます
　今年４月１日より、成年年齢がこれまでの「20 歳」

から「18 歳」に引き下げられます。

　近年、公職選挙法の選挙権年齢や、憲法改正国

民投票の投票権年齢を 18 歳と定めるなど、18 歳

や 19 歳の若者にも国政の重要な判断に参加しても

らうための政策が進められてきました。こうした中

で、市民生活に関する基本法である民法でも、18

歳以上を大人として扱うのが適当ではないかという

議論がなされ、成年年齢が 18 歳に引き下げられる

ことになりました。

◆成年年齢はいつから変わる？
　改正法の施行日である令和４年４月１日現在で、

18 歳と 19 歳の人は同日より新成人となります。

なお、未成年者の生年月日ごとの新成人となる日は

下記のとおりです。

生年月日 新成人となる日 成年年齢

平成 14 年４月２日～
平成 15 年４月１日生まれ

令和４年
４月１日

19 歳

平成 15 年４月２日～
平成 16 年４月１日生まれ

令和４年
４月１日

18 歳

平成 16 年４月２日以降
生まれ

18 歳の誕生日 18 歳

◆成年になると何が変わる？
　民法では、成年に達すると、

親の同意を得なくても、自分の意思でさまざまな契

約ができるようになると定められています。18 歳

が成年年齢になると、下記のようなことができるよ

うになりますが、青少年保護などの観点から 20 歳

にならないとできないことも一部残されています。

18 歳（成年）になったらできること

・親の同意がなくても契約ができる
　 【例】携帯電話を契約する、クレジットカードを作る、
ローンを組む、部屋を借りる　など

・公認会計士や司法書士などの国家資格を取る
・10 年有効のパスポートを取得する
・ 結婚する（女性の結婚可能年齢が 18 歳に引き上げ
られ、男女とも 18 歳になる）
・性別の取り扱いの変更審判を受けられる　など

20 歳にならないとできないこと（従来と同じ）

・飲酒や喫煙をする
・公営競技の投票券（競馬の馬券など）を買う
・養子を迎える
・大型・中型自動車免許を取得する

▲  町ホームペー
ジ・事業者一
覧表

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
設
水
道
課　

上
下
水
道
係

　

☎
45
―
４
５
３
４

◆令和４年度以降の町成人式について
　町の成人式については、これまでどおり 20 歳に

なる年度の８月 15 日に行います。式典の名称は、

成人式から「はたちの集い」などへの変更を検討し

ています。
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

　

山
菜
取
り
な
ど
で
有
毒
な
野
草

を
誤
っ
て
採
取
し
食
べ
た
こ
と
に

よ
る
食
中
毒
が
毎
年
発
生
し
て
い

ま
す
。
食
用
の
野
草
と
確
実
に
判

断
で
き
な
い
植
物
は
絶
対
に
採
取

有
毒
植
物
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

山
菜
類
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
を
受
付
中

　

県
内
で
生
産
ま
た
は
採
取
・
出

荷
さ
れ
る
野
生
山
菜
、
栽
培
キ
ノ

コ
な
ど
は
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

出
荷
を
考
え
て
い
る
人
は
、
採

取
が
本
格
化
す
る
前
の
早
い
時
期

に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
実
施
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

検
査
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

に
左
記
担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課

　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

で
高
齢
者
の
生
活

を
見
守
り
ま
す

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
急
に

体
の
具
合
が
悪
く
な
っ
た
場
合
や

火
事
な
ど
日
常
生
活
で
困
っ
た
時

に
緊
急
通
報
装
置
の
非
常
ボ
タ
ン

を
押
す
だ
け
で
、
24
時
間
３
６
５

日
、
ア
イ
ネ
ッ
ト
緊
急
通
報
セ
ン

タ
ー
（
会
津
若
松
市
）
に
連
絡
で

き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

ア
イ
ネ
ッ
ト
で
は
通
報
内
容
に

応
じ
て
、
救
急
車
の
手
配
や
、
関

係
者
（
見
守
り
協
力
員
・
緊
急
連

絡
先
の
家
族
へ
の
連
絡
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
ア
イ
ネ
ッ
ト
が
依
頼

し
て
い
る
地
域
の
警
備
員
が
確
認

に
駆
け
つ
け
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

非課税世帯等臨時特別給付金
の手続きは済んでいますか？

　今年２月より、住民税非課税世帯などに対する

臨時特別給付金の申請受付が行われています。

　対象世帯により提出する書類や提出期限が異な

りますので、まだ提出されていない場合は、町か

ら配布されたチラシや町ホームページを確認し、

手続きを行ってください。

◆確認書で手続きを行う場合の提出期限
５月 23 日（月）まで　　※当日消印有効

◆申請書で手続きを行う場合の提出期限
９月 30 日（金）まで　　※当日消印有効

〈問い合わせ先〉
　町民税務課　町民生活係　☎４５―２２１５

春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動

４月６日（水）～15日（金）の10日間
10日（日）は交通事故死ゼロを目指す日

◆運動スローガン
　「自転車も  ルールを守る  ドライバー」

◆年間スローガン
　「わたります  止まるやさしさ  ありがとう」

◆運動の重点
① 子どもをはじめとする歩行者の安全確保

② 歩行者保護や飲酒運転根絶などの安全運転意

識の向上

③ 自転車の交通ルール遵守の徹底と安全確保

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６

　

令
和
３
年
度
の
除
排
雪
費
用
助

成
（
給
付
券
）
事
業
は
３
月
31
日

を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

給
付
券
は
、
表
示
し
て
あ
る
有

効
期
限
の
令
和
４
年
３
月
31
日
を

過
ぎ
た
除
雪
作
業
に
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
未
使
用
の
給
付
券
が
あ

る
場
合
は
各
自
で
破
棄
ま
た
は
処

分
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
除
排
雪

費
用
助
成
が
終
了

　

令
和
３
年
度
の
福
祉
灯
油
緊
急

補
助
事
業
は
、
３
月
31
日
を
も
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。

　

給
付
券
は
、
表
示
し
て
あ
る
有

効
期
限
の
令
和
４
年
３
月
31
日
を

過
ぎ
た
灯
油
購
入
代
金
に
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。
未
使
用
の
給
付
券

が
あ
る
場
合
は
各
自
で
廃
棄
ま
た

は
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
祉
介
護
課　

福
祉
係

　

☎
45
―
２
２
１
４

令
和
３
年
度
灯
油

購
入
費
助
成
が
終
了

　

な
お
、
除
雪
作
業
の
支
払
い
を

給
付
券
で
受
け
た
登
録
事
業
者
の

皆
さ
ん
は
、
町
へ
の
請
求
漏
れ
の

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
は
４
月
中
に
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
祉
介
護
課　

福
祉
係

　

☎
45
―
２
２
１
４

町に提出する申請書などの押印が
省略できるようになります！
　町民の皆さんの各種手続きの簡素化や利便性の向上、業務の効率化

を図ることなどを目的に、今年４月１日より町へ提出する申請書など

について押印が省略できるようになりました。

◎ 申請書や届け出などについて、自署もしくは記名などにより
押印が省略できます。

◎ 国や県の法令などで押印が義務付けられているものや、契約
などの権利義務が発生するものについては、押印の省略がで
きませんので注意してください。

◎ 届け出について、本人確認が必要な場合に身分証明書の提示
などを求める場合があります。

　詳しくは、各種申請などを

行う担当課もしくは下記まで

問い合わせください。

〈問い合わせ先〉
　総務課　行政管理係

　☎４５―２２１１

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
万
が
一
、

野
草
を
食
べ
て
体
調
が
悪
く
な
っ

た
場
合
は
す
ぐ
に
医
師
の
診
察
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
食
用
と
間
違

い
や
す
い
有
毒
植
物
は
次
の
と
お

り
で
す
。
見
分
け
に
迷
っ
た
場
合

は
、
会
津
保
健
所
へ
必
ず
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
食
用
と
間
違
い
や
す
い
有
毒
植
物

・
イ
ヌ
サ
フ
ラ
ン

◆
対
象
者

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
で

見
守
り
が
必
要
な
人
。
た
だ
し
、

利
用
の
決
定
は
次
の
条
件
を
加
味

し
て
町
が
決
定
し
ま
す
。

①
介
護
保
険
法
に
お
け
る
要
支
援

以
上
の
高
齢
者

②
重
度
心
身
障
が
い
の
あ
る
高
齢

者
③
現
在
、
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
高
齢
者

※
上
記
①
〜
③
の
利
用
要
件
に
該

当
し
な
い
人
か
ら
利
用
希
望
が

あ
っ
た
場
合
は
、
ケ
ア
会
議
な

ど
を
活
用
し
て
判
断
し
ま
す
。

◆
利
用
料

　

月
額
４
６
２
０
円
（
税
込
）

※
所
得
に
応
じ
て
費
用
負
担
が
発

生
す
る
た
め
、

前
年
所
得
税
非

課
税
世
帯
の
場

合
は
自
己
負
担

は
０
円
。

◆
そ
の
他
注
意
事
項

○
本
シ
ス
テ
ム
に
係
る
装
置
は
貸

与
と
な
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
祉
介
護
課　

福
祉
係

　

☎
45
―
２
２
１
４

・
ス
イ
セ
ン

・
ト
リ
カ
ブ
ト

・
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ

・
ヒ
メ
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ　

な
ど

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

　

会
津
保
健
所　

衛
生
推
進
課

　

☎
０
２
４
２
―
29
―
５
５
１
６
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家
庭
血
圧
計
の

購
入
費
補
助
を

実
施
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
脳
血
管
疾
患
な
ど
の

予
防
対
策
の
一
環
と
し
て
、
家
庭

で
の
血
圧
測
定
を
広
く
普
及
す
る

た
め
「
自
動
電

子
血
圧
計
購
入

費
補
助
事
業
」

を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

補
助
金
額
は
、
１
台
あ
た
り
購

入
金
額
の
３
分
の
２
以
内
（
上
限

５
０
０
０
円
）
で
、
初
め
て
購
入

す
る
人
だ
け
で
な
く
、
す
で
に
自

動
電
子
血
圧
計
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
更
新
の
た
め
に
購
入
す
る
場

合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
左
記
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
交
付
は
、
過
去
に
交

付
を
受
け
て
お
ら
ず
、
町
内
取

扱
店
か
ら
購
入
し
た
場
合
に
限

り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

健
康
支
援
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

温
暖
化
防
止
の

取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
ま
す

　

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
事
業
所
や
個
人
と
い
っ
た

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
主
体
ご
と
に
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
ず
は
、
身
の
回
り
で
で
き

る
こ
と
か
ら
取

り
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

◆
個
人
で
取
り
組
む
例

○
家
電
製
品
は
省
エ
ネ
モ
ー
ド
で

使
用
す
る

○
必
要
な
物
を
必
要
な
分
だ
け
購

入
す
る

○
明
か
り
の
ス
イ
ッ
チ
を
こ
ま
め

に
オ
ン
・
オ
フ
す
る　

な
ど

◆
事
業
所
で
取
り
組
む
例

○
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
掛
け
る

○
ク
ー
ル
ビ
ズ
・
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

に
心
掛
け
る

○
昼
休
み
は
消
灯
す
る　

な
ど

◆
補
助
事
業
も
あ
り
ま
す

　

町
で
は
、
西
会
津
町
地
域
ま
る

ご
と
省
エ
ネ
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
事
業
所
の
照

明
や
空
調
設
備
を
更
新
す
る
と
き

に
「
福
島
県
事
業
者
向
け
省
エ
ネ

対
策
推
進
事
業
補
助
金
」
が
活
用

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

▲  県環境共生課
ホームページ

喜
多
方
税
務
署

か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
申
告
期
限
ま
で

の
申
告
が
困
難
な
皆
さ
ん
へ

　

申
告
所
得
税
、
贈
与
税
、
個
人

事
業
者
の
消
費
税
に
つ
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
な

ど
に
よ
り
期
限
ま
で
の
申
告
が
済

ん
で
い
な
い
場
合
は
、
４
月
15
日

（
金
）
ま
で
に
所
定
の
手
続
き
を

す
る
と
申
告
・
納
付
期
限
の
延
長

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
年
末
調
整
済
み
の
給
与

所
得
の
み
の
人
で
、
医
療
費
控
除

や
寄
付
金
控
除
（
ふ
る
さ
と
納

税
）
な
ど
に
よ
り
還
付
を
受
け
る

人
に
つ
い
て
は
、
５
年
間
手
続
き

が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
上
記
期

限
を
過
ぎ
て
申
告
し
て
も
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◆
ス
マ
ホ
で
も
申
告
が
で
き
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
取
に
対
応
し

た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い

る
と
、
自
宅
で
申
告
書
の
作
成
お

よ
び
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）

に
よ
る
送
信
も
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

な
ど
を
持
っ
て
い
な
い
人
で
も
、

税
務
署
か
ら
発
行
さ
れ
た
専
用
の

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
持
っ
て
い

れ
ば
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
た
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）

が
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

喜
多
方
税
務
署

　

☎
０
２
４
１
―
24
―
５
０
５
０

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

▲  国税庁ホーム
ページでも詳
しく掲載して
います

「わたしの、あなたの “さすけねぇ輪っ！ ”」に関するお問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

わたしの、わたしの、あなたの“さすけねぇ あなたの“さすけねぇ 輪輪
わわ

 っ！” っ！”

佐
さ

藤
とう

  昭
あき

子
こ

さん  （杉山）
健康増進課　健康支援係

物
もの

永
なが

  葉
よう

子
こ

　管理栄養士

◎好きな食べ物
　寿司（トロ、ウニ、玉子）

◎好きな食べ物
　カキ

健康ポイント手帳を始めてみませんか？健康ポイント手帳を始めてみませんか？健康ポイント手帳

実践者に聞く！

※
さ
す
け
ね
ぇ
輪
と
は
、「
か
ら
だ
」「
こ
こ
ろ
」

「
つ
な
が
り
」
の
健
康
づ
く
り
の
こ
と
で
す
。

佐藤 さん

佐藤 さん

物永管理栄養士

物永管理栄養士

　健康ポイント手帳を始めたきっかけは？

　健康ポイント手帳に取り組んだ感想は？

　１年前の健診で、血圧・血糖・コレステロールの値が高くなってお
り、先生から「お薬出せますよ」と初めて言われてショックでした。
　血圧計を購入する時の補助金のことを知りたくて健康増進課を訪れ
たところ、「健康ポイント手帳」を勧められました。

　高血圧は他人事だと思っていましたが、自分の体に関心を持つよう
になったのでとても良いと思います。数字でチェックできるのは分か
りやいです。
　血圧は、朝と晩、夏と冬で変動します。高い時は無理をしないよう
にしたり、オリジナルのお茶を飲んだりして自分の体に良いことを試
しているところです。昨年より血圧も下がって安定してきました。

物永管理栄養士

　健康ポイント手帳を続けられる秘訣は？

　健康づくりに取り組むとポイントが貯まり、そのポイントで血圧計
の乾電池などがもらえます。３カ月貯めて 1000 ポイント以上になる
と、町商工会の商品券がもらえて、孫のおやつが買えるので頑張れま
す。娘夫婦にも勧めたいですね。

佐藤 さん

　素材にこだわって商品を産み出し、飲食店を営む佐藤さん。これまで催

事で販売する形態が主だったそうですが、コロナ禍でオンラインショップ

に転換し、杉山でも出来ることがあると感じているそうです。「生涯現役」

と話し、豊かな発想とそれを実現させる行動力が元気の源のようです。

　町では、18 歳以上の町民の皆さんに「健康ポイント手帳」をおすすめ
しています。血圧・野菜摂取・運動などの健康記録によりポイントが貯まり、

衛生用品や減塩調味料などと交換できます。さらに、県の事業と連動して

さまざまな特典を受けることができ、楽しみながら健康記録を継続できま

す。自動電子血圧計購入費補助事業（18㌻参照）も併せて活用ください。

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６
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◆私の夢――

　  　私のなりたい職業はまだ決まっていません

が、たくさんの人に笑顔と勇気を与えられる

ような人になりたいです。その理由は、もし

自分の周りにそういう人がいたら、明るく前

向きな気持ちになれると思ったからです。

◆努力していること――

  　私が心掛けていることは、１日１日を大切

に過ごすことです。どんなに楽しい時も、ど

んなに嫌な時も、少し経てばもう過去であり、

続いてほしいと思っても過ぎ去ってしまいま

す。どんなに嫌なことや辛いことがあっても、

将来役に立つと信じて目の前の課題に地道に

取り組むようにしています。

◆未来の自分に一言――

  　自分の好きなことはできていますか？どん

なに嫌なことがあっても、まずは勇気を持っ

て挑戦してみてください。いつか役に立つ日

が来るはずです。

　　いつも笑顔で自分らしく頑張れ！

［ ２年・卓球部 部長  ］

齋
さい

藤
とう

  遥
はるか

さん

聞いて！わたしの夢

■ まちの人口

　　　　　３月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　５，８３４人　　 （－　７人）

男 　 　２，８３７人　　 （－　６人）

女 　 　２，９９７人　　 （－　１人）

世　帯　 　２，５４２世帯　　 （－　１世帯）

■ お誕生おめでとう

髙松　杏
あん

莉
り

ちゃん　　格・翔子　　１町内

齋藤　柊
しゅう

くん　　　　篤・祥子　　上野尻

佐藤　結
ゆ

生
う

信
しん

くん　　信英・香織　滑沢

■ ご結婚おめでとう

藤原　正人　　　　屋敷

鈴木　雪乃　　　　会津坂下町

■ お悔やみ申し上げます

安部　シン　（100）　昭久　　母　安座

長谷川　昭郎（81）　稔　　　父　森野

長谷川　眞　（84）　芳久　　父　松尾

三留　福美　（87）　政美　　父　青坂

平野　稔　　（67）　慶次　　兄　上野尻

齋藤　道子　（89）　斎藤　善次　母　上野尻

石川　滿子　（82）　藤一郎　母　下野尻

津村　辰衛　（95）　茂　　　父　下野尻

五十嵐　ミネ（97）　陽一　　母　宮野

伊㔟亀　茂　（78）　伊勢亀　强　弟　さゆりの園

戸籍の窓口   
（２月受付分）

　和太鼓のプロである中森道子

先生にご指導いただいた時の写

真。長野県から来てくださり、

分かりやすく丁寧に指導しても

らっています。

◆趣味は？

　ネットショッピング

◆特技は？

　立ち直りが早い

◆熱中していることは？

　息子と創作和太鼓

◆自分を一言で表現すると？

　明るく親しみやすいＢ型

西
にし

道
みち

紗
さ

恵
え

隊員

板
いた

垣
がき

  裕
ひろ

美
み

 さん［９町内１］ 

　和太鼓を一緒に続け

てくれてありがとう！

これからもよろしく！

石川 陸 さん（３月号）
からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

◆あなたのモットーは？

　明日は明日の風が吹く

◆最近感動したことは？

　娘が結婚したこと

◆これからやってみたいことは？

　もっといろいろな場所に旅行

に行きたい

◆次の方を紹介してください

　Ｍ・Ｋさん

　兵庫県出身。2020 年春に西会
津町へ移住し、町の活性化や事業
促進に向けたパンフレット・ウェ
ブサイト等の企画・制作、ブラン
ディングなどを行う。

背
中
を
押
す
、
春
風
の
よ
う
に
。

　

西
会
津
町
へ
移
住
し
て
、
３
度
目
の
春
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
移
住
し
て
か
ら
、「
東
北
の
春
は
特
別
だ
」
と
い
ろ
い

ろ
な
方
か
ら
聞
き
ま
し
た
が
、
生
き
て
き
た
中
で
こ
ん
な
に

も
心
躍
る
春
は
初
め
て
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
関
西
生
ま
れ
、
関
西
育
ち
な
の
で
東
北
の
暮
ら
し
は

初
心
者
で
す
。
凍
て
つ
く
よ
う
な
寒
さ
が
和
ら
ぎ
、
少
し
ず

つ
春
の
日
差
し
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
屋
根
か
ら

ぽ
た
ぽ
た
と
雪
の
溶
け
る
音
が
し
た
り
、
土
や
緑
が
顔
を
出

し
た
り
、
楽
し
そ
う
に
散
歩
を
す
る
ご
近
所
さ
ん
が
い
た

り
。
春
の
訪
れ
を
日
常
の
い
ろ
ん
な
場
面
で
感
じ
ら
れ
て
、

私
は
そ
れ
に
「
豊
か
さ
」
を
感
じ
ま
す
。
身
体
の
細
胞
一
つ

ひ
と
つ
が
沸
き
立
つ
よ
う
な
喜
び
と
言
っ
た
ら
伝
わ
る
で

し
ょ
う
か
。
つ
い
つ
い
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
『
春
一
番
』

を
口
ず
さ
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
西
会
津
町
の
勢
い
を
事
業
化
や
広
報
の
面
か
ら

「
春
風
」
の
よ
う
に
後
押
し
で
き
る
よ
う
に
、
よ
り
一
層
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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観音寺観音寺

観音寺観音寺

至 西会津国際芸術村至 西会津国際芸術村

至至 

喜
多
方

喜
多
方

県道338号県道338号

呼賀呼賀

平明平明

　皆さんは「呼賀」という集落名を正しく読むことがで

きますか。「よばるか」と読みます。呼賀は平明村の端

村であり、平明村との距離が近いため、お互いに人の名

前を呼び合うことができるので、この名が付いたとされ

ています。

　呼賀集落に入り、左側の丘の上に所在するのが曹洞宗

和光山観音寺で、現在 22 世の住職がお勤めされていま

す。その歴史は古く、曹洞宗で開山されましたが、住持

していた僧侶の関係から臨済宗・真言宗と変遷し、寛永

10 年（1633）に尾張（現在の愛知県西部）の観的和尚

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その60その60
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ホームページ　https://www.town.nishiaizu.fukushima.jp/

この広報紙は、環境に優しい
⼤⾖油インキを使⽤しています。

今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
は
、
昨
年
４
月
中
旬
に
撮

影
し
た
上
野
尻
発
電
所
付
近
の
桜

で
す
。
本
紙
の
中
で
紹
介
し
て
い

る
も
の
以
外
で
お
す
す
め
の
桜
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

広
報
に
し
あ
い
づ
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

（
８
㌻
に
関
連
記
事
）

編   

集   

後   

記

　

今
月
号
で
は
、
町
内
の
桜
を
特

集
し
ま
し
た
が
、
ペ
ー
ジ
の
関
係

で
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
桜
も
…
。

な
の
で
最
後
に
私
の
お
す
す
め
の

「
安
座
川
沿
い
の
桜
」
を
紹
介
し

ま
す
。
安
座
川
の
水
が
流
れ
る
音

を
聞
き
な
が
ら
、
春
の
日
差
し
を

浴
び
て
い
る
桜
を
見
る
の
が
と
て

も
気
持
ち
い
い
で
す
。（
秦
）

今  

月 

の  

表  

紙

文：貝沼  利則

呼賀・観音寺の歴史

が再興して、会津若松の恵倫寺の末寺となり、

現在に至っています。天明７年（1787）に

火災で焼失したため、詳細な記録は残されて

いません。なお、47 年後の天保５年（1834）

に本堂が再建されています。そのほかに天保

２年（1831）、第 12 世住職の見道の時には

本堂の修理のために杉を植えた、文久２年

（1862）、第 15 世住職の鳳瑞が大般若経

600 巻を購入して経堂に納めたとの記録が

残されています。

　本尊は観音像ですが、そのほかに観音寺に

は地蔵菩薩立像が安置されています。この像は木造の一木造で、製作年代は江戸時代前期と考えられ

ます。若松城下などに本拠を置いた仏師の作で、寛永 10 年に観音寺が再興されたころからあるもの

と思われます。
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